
 
 
 

平成２０年５月２日 

午後３時００分発表 

海 上 保 安 庁 
 

 

   海上保安制度創設６０周年記念式典の開催について 

 
記 

 

１ 日 時  平成２０年５月１２日（月）午前１０時３０分～午前１１時 

２ 場 所  パレスホテル（千代田区丸の内１丁目１番１号） 

３ 主 催  海上保安庁 

４ 参列者  総計 約３００名 

                内閣総理大臣、衆・参両院議長、最高裁判所長官、各国務大臣、 

              各国会議員、政府関係者、関係団体等 
５ 次 第 

天皇皇后両陛下御臨席 

国歌吹奏 

開式の辞 

式辞（国土交通大臣） 

天皇陛下おことば 
祝辞（内閣総理大臣、衆・参議両院議長、最高裁判所長官） 

謝辞（海上保安庁長官） 

閉式の辞 

天皇皇后両陛下御退席 

 

お問い合わせ先 

   海上保安庁総務部政務課政策評価広報室 
     海上保安報道官 廣川 
     ０３－３５９１－９７８０ 

昭和２３年５月１日、暗黒の海と化した日本の海に明かりを灯すべく海上

保安庁法が施行され、海上における人命・財産の保護、海上の安全及び治安

の確保を目指した海上保安制度が確立して以来、平成２０年５月には６０周

年を迎えます。 

  これを機に海上保安関係者が一同に会し海上保安制度に与えられた使命を
改めて認識するとともに、その責務を遂行していく決意を新たにするため、

天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、下記のとおり記念式典を挙行します。 


